
７  LD ・ A D H D 等通級指導教室 学校生活支援教員の役割 

 

学校生活支援教員と は？ 

 

 小中学校の通常の学級では、 さ まざまな個性や学びかたの特性を 持っ た子ども たち が学

習・ 生活し ています。 なかには、 授業中や学校生活のいろ いろ な場面で、 やっ ていき にく さ

を感じ ている子ども たちも いるこ と でし ょ う 。  

 学校生活支援教員は、 その名前の通り 、 一人一人の子ども たちの学校生活がより 充実し 、

う まく いく ための活動をし ています。子ども たちのやっ ていき にく さ が何であるかを先生方

と 一緒に考え、 必要な支援を 提案し たり 、 実際に子ども たちと 関わっ たり し ながら 、 子ども

たちの学校生活がより 主体的で楽し いも のになるよう 取り 組んでいます。  

 そのために、 担任の先生や保護者をはじ め、 それぞれの子ども に関わる人たちと のコ ミ ュ

ニケーショ ンを大切にし ながら 、 目標を 共有し て支援にあたっ ています。  

 

 三木市では、 小学校 2 名、 中学校 1 名の学校生活支援教員が市内各小中学校の児童生徒

の支援にあたっ ています。（ 平成 2 9 年度現在）  

学校生活支援教員が担当する通級指導（ LD・ A D H D 等） の実際 

・ 対象と なる子ども  

小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒のなかで、 LD 、 A D H D などの発達上の課題

により 、 学校生活を送るう えで困難を感じ ている子ども  

  

 具体的には・ ・ ・  

 

・ 読み書き などがスムーズにし にく く 、 ノ ート を と る こ と

が難し い 

・ 落ち着いて学習課題に取り 組むこ と が苦手で、 持続し て

課題に取り 組むこ と が難し い 

・ 学校の予定や宿題などの把握が難し く 、 見通し を持っ て

段取り よ く 取り 組むこ と が苦手で、 やるべき こ と が途中

で終わっ てし まう  

・ 道具をう まく 使えないため、 実技や実習についていき に

く い 

・ 友だちと の関わり のなかで誤解が生じ やすく 、 ト ラ ブル

になっ たり 仲間に入り にく かっ たり する 

・ 集団参加や学校行事等に参加する際に緊張感が強く 、 一

人ではう まく 集団参加し にく い 



指導内容 

・ それぞれの子ども が感じ ている困難に対する教育的支援（ 自立活動）  

・ 各教科学習の基礎と なる内容の学習支援（ 教科学習の補充）  

・ 担任の先生と の必要な支援についての話し 合い 

・ 子ども や保護者と の教育相談 

・ 認定こ ども 園、 幼稚園、 保育所、 小中高校間や関係機関と の連携 

 

学校生活を送る上での困難さ に周り が気づかず、 必要な手だてがないまま学校生活を続

けている と 、 子ども たちにはう まく いかなっ た経験ばかり が蓄積し ていき ます。 それが、

「 自分はだめなんだ。ク ラ スのなかで役に立たないんだ。」 と いう 自己肯定感の低下につな

がっ ていく こ と も あり ます。 こ れら の困難さ に対し て、 学校生活支援教員は、 必要な支援

を提案、 提供し 、 子ども たちが、 生き生き と 自信を 持っ て、 自分なり のよさ を伸ばし なが

ら 、 ク ラ スメ ート と と も に学校生活が送れるよう になるこ と を 目標と し ています。  

 

指導や支援の形態 

・ 通級指導・ ・ ・ 児童生徒が学校生活支援教員配置校の通級指導教室

に通っ て定期的に必要な指導や支援を受けます。 通

級指導教室配置校に在籍し ている 児童生徒が利用

する 自校通級、 他校の児童生徒が通級指導教室のあ

る学校に通っ て指導を 受ける 他校通級があり ます。 

・ 巡回指導・ ・ ・ 児童生徒が在籍する学校に学校生活支援教員が定期

的に巡回し 、 必要な指導や支援を行います。  

・ 教育相談・ ・ ・ 学校生活支援教員が、 児童生徒と 直接関わるだけで

なく 、 保護者や学級担任等と 相談し ながら 、 より よ

い関わり 方や支援の手だてを 共に考えます。  

 

指導時間数 

・ それぞれの児童生徒の必要に応じ て、 月 1 時間～週 8 時間と 定めら れています。  

・ 通常の授業時間帯だけでなく 、 必要に応じ て、 放課後や夏休みなどの長期休業中にも 指導

時間を設定でき ます。  

 

 

 

 

 

 

 



こ んなこ と をし ています・ ・ ・  
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筆算のプリ ント を やる気になれない A さ ん（ 3 年生）  

 

 

こ んなにいっ ぱいでき ないよ～ 

 

 

と 言っ て、 なかなか問題にと り かかれ 

ない A さ ん。  

 

 

 

 

一問だけ見えるよう にし て、 他の問題を 隠すと 少し やる気になり 、 全部でき まし た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字がなかなか覚えら れない B さ ん（ 4 年生）  

漢字のミ ニテスト （ １ ０ 点満点） はいつも １ ～２ 点。 自信

も やる気も なく なっ ていまし た。  

漢字九九を 唱えながら 覚える と 複雑な漢字も 覚えやすく な

り 、 自信がつき まし た。  

※こ こ で示し ている「 漢字九九」 と は、 特別支援の漢字教

材～唱えて覚える漢字九九シート ～（ 発行 学研教育出版）

を参考にし て作成し ています。  

 

 

 



一つの自分から  いろいろ な自分へ（ C さ ん 5 年生）  

ク ラ スで一人一人スピーチ発表する時やみんなの前で話す時、緊張や不安から か声が小さ

く なり 、 う まく 言えないこ と が続いた 5 年生の C さ ん。 ク ラ スで発表し たり 話し たり する

こ と がイ ヤになっ ただけでなく 、学校生活において自信も 失っ ているよう でし た。通級の時

間にも 「 ぼく にはいいと こ なんてあり ません。」 と ネガティ ブな発言が目立っ ていまし た。

そんなこ と ないと 伝えても 暗く し んどい日々が続いていまし た。 そんな時、学校の先生から

C さ んがスリ ッ パを並べていたのを 何度も 目にし たこ と や委員会の仕事を確実にし ている

こ と を聞きまし た。 ク ラ スメ ート が、「 そう じ を一生懸命し ていまし た。」 と 教えてく れたこ

と も あり まし た。 こ う し た C さ んを見ている先生や友だちから

の声を集め、 箇条書きに読みやすく 残し ていき まし た。『 キラ キ

ラ 通信（ よいこ と 情報）』 と 銘打っ て、 定期的に C さ んに見せる

こ と で「 えっ ○○先生、 見てく れたんだ。」「 △△さ んは、 そんな

ふう に感じ てたんだ。」 と 嬉し そう につぶやいたり 、「 そう いえば

そんなこ と も し た気がし ます。」 と 気づかなかっ たよ いと こ ろ を

感じ たり 出来まし た。 毎回、 キラ キラ 通信を見る楽し みと 、 気づ

かなかっ た「 いろ いろ な自分」 と 出会えるこ と ができまし た。 そ

んな時間を積み重ね、 C さ んの表情も 良く なっ てき まし た。  

 

「 こ こ が、わから ないんです。」と  感じ るこ と 伝えるこ と が生まれた瞬間（ D さ ん 3 年生）  

先生の説明を し っ かり 聞こ う と し ているけど、「 どう し たら いいのかわかり ません。」 と も

言わず、 気がついたら 何も 取り 組まないまま授業時間が過ぎていく こ と が多い D さ ん。 担

任の先生も D さ んに少し でも わかるよう に一斉指導ではゆっ く り 説明をし たり 、 近く に行

っ て教えたり し ていまし た。 それでも 、 D さ んが自ら 取り 組むこ と や、 何がわから ないのか

を自分から 言う こ と はあり ませんでし た。 そこ で、 担任の先生と 一緒に相談し て、 D さ んが

少し でも 文字を書いたり 、数十秒でも 考えたり する経験を積むこ と から はじ めまし ょ う と い

う 目標を設定し まし た。  

担任の先生から のこ と ばの説明（ ヒ ント ）と 学校生活支援教員が紙に書いた説明（ ヒ ント ）

の二と おり の支援を 重ねまし た。 そし て、 D さ んが取り 組も う と し た時には、 すかさ ず担任

の先生のほめ言葉、 合わせて学校生活支援教員から は紙に書いた文字のほめ言葉。時には解

答に近いヒ ント を与えたこ と も あり まし た。 D さ んも 少し

ずつ取り 組みはじ め、 書く 機会も 増え、 何より よい表情を

何度も 見るこ と ができ まし た。 そし て、 ある巡回の日「 こ

こ が、 わから ないのかな？」 と いう 問いかけに、「 こ っ ちの

方です。」 と 、はじ めて自分から 分から ないと こ ろ を 伝える

こ と が出来まし た。 数週間後には、「 こ こ が、 わから ないん

です。」 と いう 言葉を D さ ん自ら が発するこ と ができまし

た。 何より も う れし い瞬間と なり まし た。  

 

 

 



「 言いたいこ と がたく さ んあり ます。 聞いてく ださ い。」（ E さ ん 6 年生）  

時間割に変更があればイ ラ イ ラ し たり 、 自分の思いどおり になら ないこ と があればパニ

ッ ク になっ ていた E さ ん。 話を聞く と 、「 と なり の○○く んが、 消し ゴムを落と し たから ぼ

く は書けなかっ た。」「 雨でも プールでき るよ。 どう せ濡れるんだから 。」「 どう し て算数に変

えるんだ！」 と 自分なり の解釈で話をし ます。 当初、 E さ んの解釈について誤り を指摘する

と 、「 間違っ てない!悪いのは向こ う だ！」 と 聞く 耳を 持つこ と は難し いよう でし た。 通級の

時間には、 し ばら く E さ んの話を「 う んう ん。」 や「 そっ かあ。 いやだっ たね。」 と こ ちら

が聞く よう にし 、 複雑な内容に関し ては紙に書いて確認するこ と にし まし た。 1 時間中ずっ

と 聞く だけになるこ と も あり まし た。 し ばら く こ のよう な状態が続いたあと 、 E さ んに少し

変化が見ら れまし た。 E さ んが一方的に話をするのは変わり ませんが、「 こ れで今日の話は

終わり です。」 と 終了の言葉を言っ たり 、 話し 終わっ た後、「 は～、 スッ と し た。」 と 思わず

つぶやいたり するこ と があり まし た。 そこ で、 学校生活支援教員から E さ んに、 E さ ん自

身の様子が変わっ てき ているこ と を伝えまし た。「 前より イ ラ イ ラ 話が減っ たね。」 や「 前は、

（ 怒り 顔表情のイ ラ スト を 見せて） こ んな顔で話し ていたけど、 最近はこ んな顔（ 少し にこ

やかな表情イ ラ スト ） が増えたね。」 と 伝えると 、「 へえ～そう なんだ。」 と 不思議そう に受

け入れる様子が見ら れまし た。  

また、 ある 日には「（ 担任の） ○○先生がぼく を職

員室に呼ぶと いう こ と は、絶対に怒るこ と だから 行か

なかっ た。」 と 話し た後で、「 ○○先生、 E さ んのこ と

を心配し てたんだよ。 それに先生から 、 E さ んががん

ばっ ていたこ と 何回も 聞く よ。」 と 返すと 、「 本当かな

ぁ ～。」 と いっ たん自分のなかで考える 様子が増えま

し た。 それに合わせてパニッ ク も 減っ てき まし た。 た

だ、 E さ んの「 聞いてく ださ い！」 と いう 言葉で、 相

変わら ず通級はスタ ート し ています。  
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思っ たこ と は何でも 主張するので友だちと ぶつかっ てし まいやすい F さ ん（ 1 年生）  

 F さ んは、 やる気満々で入学し てき ま

し たが、 中学校には、 複数の小学校から

入学し てく る友だちがいて、 思っ たこ と

をすぐ に口に出し てし まう F さ んは、 ま

わり の新し いク ラ スメ ート にはわかっ て

も ら いにく いよ う でし た。 掃除の時間、

給食の準備や後片付けのと きに F さ んの

一言で周り の生徒たち が怒っ てし まっ た

り 、 F さ んは正し いと 思っ て言っ ている

のに、 どう し てけんかになっ たのかがわ

から なかっ たり し て、 ふてく さ れてし ま



う よう になり まし た。  

そこ で、 担任の先生と 学校生活支援教員が相談し 、 F さ んやク ラ スの生徒たちへの対応の

方法を考えまし た。 F さ んに対し ては、 どう し てト ラ ブルになっ てし まっ たのか、 順を追っ

て丁寧に説明し 、 今度同じ よう なこ と があっ たら どう すればいいのか F さ んと 一緒に話し

合いまし た。 ク ラ スメ ート に対し ては、 そのと き の F さ んの思いやみんなの気持ちを一緒

に考えるなどし て、 お互いどう 接し たら いいのかを 丁寧に取り 組んでいます。  

今では、 F さ んも ク ラ スメ ート も 、 ずいぶんう まく 自分の意見を主張し ながら も 折り 合い

をつけら れるよう になり 、 お互いのよいと こ ろを認め合えるよう になり まし た。  

 

さ あ、 高校入試。 わから ないこ と だら けで緊張感いっ ぱいの G さ ん（ 3 年生）  

 中 3 と いえば、高校入試が控えています。と ても

まじ めで、 何でも き ちんと 準備し ていないと 次の行

動を始めにく い G さ んにと っ て、どんな課題が出る

かわから ない高校入試の面接や作文は最大のハー

ド ルのよう です。 ホームルームでも 入試に向けての

作文や面接の練習を し ますが、 それだけの時間では

到底足り ません。 また、 疑問点があっ ても なかなか

自分から は聞き にく いため、 不安ばかり が強く なっ

てき まし た。 そこ で、 担任の先生は学校生活支援教

員に、 面接や作文の練習のフ ォ ローを依頼し まし た。 

 面接や作文の練習を通し て、 G さ んは、「 自分の

長所」 などの自分について述べるこ と にと り わけ難

し さ を 感じ ている こ と がわかり まし た。「 自分のよ

いと こ ろ なんてないし 、 よいと こ ろ を人に言う なん

て無礼だ」 と 思っ ていたそう です。 そこ で、 こ れま

での学校生活のなかの具体的な成果や出来事をあげながら 、G さ んなり に力を発揮できたこ

と や得意なこ と を書き 出し 、それら を も と に自分のよいと こ ろ を箇条書き でまと めるこ と か

ら 始めまし た。 また、入試の意味を確認し ながら 自分のよいと こ ろ を人に伝えるこ と は決し

て無礼なこ と ではないこ と についても 、具体的な事例を交えながら 、 本人の納得いく まで話

し 合いまし た。  

最終的には、G さ んは自分の趣味や他の人にはでき ないこ だわり などをう まく 面接や作文

に盛り 込むこ と ができ 、 希望する進路先に進学するこ と ができ まし た。  

 中学校と 進路先の学校間では、 こ の間の経緯も 含め、 進路先での学校生活がう まく スタ ー

ト でき るよう な情報交換も 学校生活支援教員がコ ーディ ネート し て行いまし た。  

 

ち ょ っ と 見に来てく れる だけでいい H さ ん（ 1 年生）  

 H さ んは、注意集中するこ と が少し 苦手で、学習にう まく ついていけるかも 不安に思っ て

います。その一方で、でき る限り 自分の力でク ラ スのなかでがんばり たいと いう 思いも 強く 、

いろ いろ な支援を受けたい思いと 自力でやっ てみたい思いが交錯し ています。  

 学校生活支援教員は、 そんな H さ んの学校に週 1 回巡回し ています。 毎週 H さ んのク ラ



スをのぞく と 、H さ んは時々そわそわし ながら も 一生懸命ノ ート をと っ たり 発表し たり し て

います。 休み時間になると 必ず H さ んのほう から 「 こ んにちは！」 と あいさ つに来ます。  

「 何か手伝う こ と ある？」「 う ーん、 勉強はちょ っ と 難し いけど、 今は大丈夫です。」「 何

かあっ たら 、 いつでも 声をかけてね。 夏休み

と か部活のない日は、マンツーマンで勉強し

ても いいよ。」「 わかり まし た！」・ ・ ・ こ ん

な会話をいつも 交わし ています。担任の先生

は、「 今は、 みんなの中ではり き っ てやっ て

いますから 、 教科担任も 含め折々に声をかけ

てやる 気が継続する よ う にし ていこ う と 思

います。」 と 話し ていまし た。 学校生活支援

教員と し ても 、 し ばら く は、 教室のう し ろ で

さ り げなく 見守るこ と と 、 休み時間の一言の

会話を し ばら く 続けて いこ う と 思っ ていま

す。  

 

 

通級指導をはじ める前に 

 学校生活支援教員による通級指導を始めるためには、 以下のこ と が大切です。  

①通級指導を 受けるこ と が適切であるこ と を 校内委員会で協議し ている。  

②通級指導について、 本人や保護者の理解が得ら れている。  

③通級指導の目的を 本人、 保護者、 学級担任、 学校長で共通理解ができている。  

 こ れら を原則と し て、 具体的な学習の仕方や内容は学校生活支援教員と 本人、 保護者、 学

級担任等が話し 合っ て決めます。  

学校生活支援による通級指導を効果的に活用し 、児童生徒にと っ て学校生活がより 主体的

で楽し いも のになるよう にし まし ょ う 。  

 

 


